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は じ め に

わが貝塚市は、北を波静かな大阪湾 に面 し、南 を緑豊 かな和泉山脈 に接 し、恵 まれた自

然環境 を有する地域であります。その自然環境の良 さから、市内には数千年にわたる数多

くの遺跡が育 まれてきました。

これらは、文献資料の乏 しい時代の本市の歴史や文化 を理解す る上で欠 くことのできな

い文化遺産であり、で きうるかぎり保存 し、後世に伝 えることは、現代を生 きる私達に課

せ られた責務であります。

今回、貝塚市 に残 された歴史の一端 を伺 うことができる機会 に恵まれ、また本調査報告

書 を刊行す ることとなりましたことは、過去の人々の暮 らしを明 らかにすることにおいて

有意義なことと考えます。

本書の刊行にあたりまして、皆様の文化財 に対する御理解 を深めていただくとともに、

文化財の保護 ・保存の一助となれば幸いに存 じます。

なお、調査並びに本書作成にあたり、関係者各位 には多大な御理解、御協力を頂 き、末

筆ではあ りますがここに深 く感説の意を表 します。

平成元年3月31日

貝 塚 市 教 育 委 員 会

教育長 岡 根 和 雄



例 言

1.本 書は、栄泉不動産株式会社の依頼により、貝塚市麻生中191-2番 地他において

実施 した、マンション建設工事に伴 う事前調査 の概要報告である。

2.調 査 は遺構確 認調査 を昭和63年5月9日 よ り5月21日 に かけて実施 し、本格的調査 を

昭和63年6月22日 よ り9月5日 にかけて実施 した。

3.調 査 にあたっては栄泉不動産株式会社より多大 な御理解 と御協力を賜わった。また、

現地作業においては㈱長谷川工務店大阪中央支店の手を煩せた。ここに記 して感謝 の意

を表す。

4.発 掘調査 は貝塚市教育委員会社会教育課西岡巖、嘱託池田毅(現 、神戸市教育委員会)、

前川浩一が担当した。

現地調査 および本書作成にあたる諸作業については下記の諸氏の参加 を得て実施 した

ものである。

岸本 由紀子 久保田勝哉 田代自子 土岐正明

中辻澄子 中井達哉 古谷務 山口寛

5。 本 書 の作 成 にかかる執筆、編 集 は前川 が これに あた った。
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第1章 調査に至る経過

貝塚市麻生中191-2他 地内に所在する、南紡績工場跡地の約50,000㎡ 余りの敷地内に共

同住宅建設の開発計画が、栄泉不動産株式会社、株式会社長谷川工務店よりもちあがった。

当開発予定区域 は、周辺 には埋蔵 文化財包蔵地の所在が確認 されているものの、当地は

遺跡としてまだ未確認の地域であった。

この様な状況であったが、開発面積が膨大であると同時に、当地の周辺 は埋蔵文化財包

蔵地の密集地域であり、また地形的にみても、埋蔵 文化財 が包蔵 されている可能性は十分

に想定される所であったことから、開発計画の実施 に先立ち、開発者 と貝塚市教育委員会

との問で埋蔵文化財の取 り扱いについて協議 を行い、遺跡確認調査を実施 した うえで、遺

構等の存在が明 らかとなった場合、本格的調査 を実施}る ことの合意をみた。

開発計画に基づ き、遺構確認調査 を昭和63年5月9日 より、5月25日 にかけて実施 した。

その結果、開発地の大部分 が近木川の氾濫原であり、砂礫層堆積のみが認 められ、遺構等

が存在 しないことが明 らかとなった。 しかし、水間鉄道清児駅付近の2ケ 所の調査区にお

いて、平安時代のもの と思われる溝状遺構、柱穴等 を検出 した。

この結果をもとに、再度開発者と遺跡の取扱いについて協議を重ねた結果、遺構 を検出

した調査区分において、工事によって破壊 を受ける約2,000㎡ について昭和63年6月22日 よ

り約3ケ 月の期間をかけて本格的発掘調査 を実施 していった。
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「

1.沢 新 出遺 跡2.沢 海 岸遺 跡3.沢 遺 跡5.長 楽 寺 跡7,丸 山 古 墳8.地 蔵 堂廃 寺 跡9.下 新 出遺 跡

16.河 池 遺 跡19.泉 州 麻 生 塩壺 出土地20.堀 遺 跡21.橋 本 遺跡22.貝 塚 寺 内町 遺 跡23.加 治 神

前 畠 中遺 跡24.明 楽 寺 遺 跡25.沢 共 同墓 地 遺跡26.沢 西 出遺跡27.沢 海岸北遺跡28,沢 城 跡29.新 井

鳥羽遺跡30.新 井 ノ池遺跡34澱 池遺跡35積 善 寺 遺跡57.堤 遺 跡58.小 瀬 五所 山遺 跡59.石 才 遺

跡60.王 子 遺 跡66.脇 浜 遺 跡67.今 池 遺 跡70.石 才 南遺 跡72.地 蔵 堂 遺 跡73.名 越 西 遺跡

図1.貝 塚市 遺跡 分布図
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第2章 位置と環境

名越西遺跡は貝塚市麻生中地内に所在 し、貝塚市の中央を縦断する近木川 と水間街道と

の問、水問鉄道清児駅周辺 に広 がる遺跡である。(図2)

調査地は、近木川右岸の河岸段丘縁辺及び氾濫原 に位置 し、水間鉄道清児駅の西側、海

抜33～36mを 測 る地点である。調査地周辺はすでに宅地化されているが、今回の開発 と同

様 な工場用地の転用に伴 う開発 が今後進められる地域であろう。

周辺 に散在する遺跡 としては、東には中世の散布地である名越遺跡、北 には奈良～平安

時代の集落跡である清児遺跡、弥生時代の集落跡が予想 される新井ノ池遺跡、西には縄文

時代～近世にかけての集落跡である石才南遺跡、近木川を越 えて南 には古墳～弥生時代の

散布地である河池遺跡等が存在する。

周辺の調査で、当地域の歴史 は縄文時代 に遡 ることが明らかとなった。石才南遺跡では

石刀、石匙が出土 している。弥生時代の遺跡は、石才南遺跡 にて中期 の竪 穴住 居 、土ff

図2.調 査地位置図
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群が検出 され、磨製石剣等が出土 している。古墳時代の遺跡 は、石才南遺跡 にて5C末 ～

6Cの 竪穴住居、掘立柱建物、土拡群が検出されている。奈良時代～平安時代にかけては

清児遺跡 にて掘立柱建物等が検出されている。

現在、上記の2遺 跡以外は遺跡の内容等は明確 にはなっていない。だが、2遺 跡だけの

調査成果においても、当地域 が縄文時代以降、連綿 と続 く人々の生活 を伺い知ることがで

きる所 と云える。また近木川右岸の段丘上 とい う地形的条件や、付近 を通 る旧水間街道 と

の関係 という歴史的条件 からも、当地域 は市内で重要な歴史的背景 を持っている。

先述の様 に、当地域は既に宅地化されているが工場用地が多 く、今後、今回の発掘調査

の様 に工場用地転用 によって遺跡の空白部分に新たに遺跡が発見される可能性は十分に有

ると云 えよう。
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第3章 調 査 成 果

1.調 査 の概 要

開発計画に基づき、調査敷地内に幅約2m、 長さ約10～60mの 試掘区を13ケ所設定 し、

試掘調査 を開始 した。

図3.調 査地概略図
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図4.調 査地地区割図
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試掘調査の結果、敷地内の水路 より西側部分では遺構は全 く検出できず、砂層、砂礫層

で形成 されており、この部分は近木川によって形成された氾濫原と推定できた。さらに水

路の東側部分の2ケ 所の試掘区において溝、柱穴等を検出 した。また、水路部分では約2

mの 比高を持 ち、近木川による河岸毀丘の縁辺であることが判明 した。(図3)

試掘調査の結果から、水路より東側部分の段丘上に遺跡が立地 していることが判明、試

掘調査 によって確認 した遺構群の性格 を把握することを目的 として、工事 によって破壊 を

受ける部分に調査区を設定 し、本格的調査 を実施 していった。

本調査 は南北約75m、 東西約30m、 面積約2000㎡ の調査区を設定 した。また調査区にお

いて南北 を基準 とした10×10mの 区画を用い、東西に7区 画 を設け東よりA～Gの 記号 を

与 え、南北に10区 画を設け南より1～10の 番号を与えた。(図4)

調査では調査区のほぼ全域 において遺構 を検出 した。

2.基 本 層 序

調査 地区 の現地 表面 は、T.P.35～35.90mを 測 る。

調査 地区 にお ける基本層序 は、現代盛 土(約0.2～0.4m)、 旧耕作 土層(約0.1m)、 床

土(約0.05m)ρ 下 に、層厚0.05～0,2mを 測 る淡灰褐色 土(第4層)が 堆積 す る。 この下

は遺構 が検 出 される地 山であ る淡 茶褐 色粘 土～淡茶褐色砂 質土(礫 混)と な る。地山 は南

か ら北 に向 ってT.P.約35.5m、T.P.約35m、T.P.約34.7m、T.P.約34.5mと4つ

の段 をな してい る。 また東 か ら西 に向 ってT.P.約35.5m～T.P.約35.1mと な だ らかに

傾斜 して お り、地 山層 の標 高は調査区南 東部 が高 く、北側 、西側 へ と低 くな って いる。

(図5)

第4層 は調査 区の ほぼ全域 にて堆積 して いる。 しか し、地 山面の変化 や攪 乱 がきつ いた.

め性格 等 は明 らかで ない。堆積状 況 はほぼ平均的 であ るが、E-3、4地 区西側 で は約0.

2mの 厚 さを測 り西へ むかって厚 く堆積 す るもの と思 われ る。層中 よ り陶磁 器、瓦等 が出

土 し、近世以 降 に堆積 した もの と思 われ る。
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図5.基 本土層略図(南 北方向)



図6.遺 構 配 置 図
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3.検 出 遺 構

本調査では調査区のほぼ全域において各種の遺構 を検出 したが主にB～E-2～4区 に

集中している。今回の調査では、掘立柱建物、溝、土肱等を検出 した他、包含層第4層 を

埋土とす る性格不明遺構 を多数検出 している。これらの うち数遺構から図示 し得ない細片

の土師器が少量出土 しただけで、ほとんどのものは無遺物であり、これらの解釈が問題点

である。(図6)

以下、主要遺構の概要を示す。

溝SD-3(図7)

本遺構 はD・E-2・3～E-9区 にかけて検出 した溝である。ほぼ南北方向に走って

いるが、南側D-2、3区 にて西側へ曲 り、北側E-8、9区 付近で蛇行 している。幅1 ..

5～5m、 深さ0.2～0.8mを 測 り、いずれも北へ行 くほど細 く、浅 くなる。また、溝底 は

南が高く、北が低 くなっており比高0.37mを 測る。断面形 は深いレンズ状 を呈す。埋土 は

上層が粘土、中層が粘質土、下層が砂質土より成 り、D-6区 北側付近よ り北は下層のみ

の堆積 となる。遺物は上層にて黒色土器A類 椀、須恵器、古墳時代の製塩土器、石鏃、石斧

等、下層からは弥生土器や古墳時代前期の土器が出土 した。中層からは遺物が出土 しなか

った。中層が地 山層と類似すること、また無遺物層で あったことから下層の時期、古墳時

代前期 に溝が崩壊 し埋没 したのちその凹み等 を利用 し、平安時代に再び掘削されて溝とし

て利用されたものと推定できる。

溝SD-5(図7)

本遺構 はD、E-8、9区 にて検出した溝である。北北西～南南東方向に走 り、SD-

3を 切 り位置す る。幅1～4m、 深 さ0.09～0.5mを 測 り、断面は薄いレンズ状 を呈す。

埋土は砂質土、粘土の薄 い層より成る。遺物は中層より、須恵器、丸瓦が出土 している。

また中層上面にめり込んだ形で石群 を検出 した。石の大きさは20～40cmを 測り、数十個が

い くつかの群を作っている。

溝SD-6

本遺構はD、E-9区 にて検出 した溝である。北北西～南南東方向に走 り、SD-3と

ほぼ並行す る。幅0.8m、 深 さ0.21mを 測 り、断面は逆台形を呈す。埋土は茶褐色粘土(暗

灰色粘土混)で ある。遺物は出土 していない。

掘立 柱建 物SB-1(図8)

本遺構 はD、E-4、5区 にて検出 した掘立柱建物である。SD-3を 切 り位置する。規
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模 は梁行4間 、桁行4問 で あるが、北 西隅や南側 の柱穴 を全 く検 出で きず、SD-3の 中

央部 に位 置す る と思 われ る柱穴列 も検 出で きなかった。 したがって柱 問 につ いては不 明確

で あ るが、東側の梁行 で1.96×2.0×2.03×2.16-8.15mを 測 り、桁 行は西側 の2.12×2.32

m以 外 は不明で あ り、全体 では9.00mを 測 る。棟方 向は東西方 向で北 へ28°傾 く。掘 方 は平

面形 が円形 や不整 円形 を呈 し、径0.22～0.44mを 測 る。柱 当は径0.1～0.18m、 深 さ0.08～

0.27mを 測 る。埋 土 は黒褐色粘質土 であ る。遺物 は黒色 土器A類 椀細 片や土師器小皿 が出

土 してい る。

掘 立 柱 建 物SB-2(図9)

本 遺 構 はB、C-4、5区 にて検出 した掘 立柱建物 で ある。建物 が調査 区外 に広 が るた

め全体の規模 は明 らかでないが、梁行2問(2.08×2.12-4.2m)、 桁 行1間(2。24m)以

上 で ある。棟 方向 は東西方 向で北へ2°傾 く。掘 方 は平 面形 が円形 を呈 し、径0.24～0.35m

を測 る。柱 当は径0.14～0.2m、 深 さ0.02～0.1mを 測 る。埋 土 は茶褐色 粘質土 であ る。遺

物は出土 してい ない。

焼 土 拡SK-1

本 遺構 はD-5区 に て検 出 した焼土拡 で ある。平面形 はほぼ円形 を呈 し、長軸0.58m、

短 軸0.46m、 深 さ0,24mを 測 る。断面 は2段 の逆台形 を呈 す。埋 土 は赤色 粘土 であ り、暗

褐色 の焼土塊 が混 る。遺物 は無 い。

土 拡SK-2

本 遺構 はC-5、6区 にて検 出 した土拡 であ る。平面形 は楕 円形 を呈 し、断 面は薄 い レ

ンズ状 を呈す。規模 は長軸4.2m、 短 軸2.4m、 深 さ0.17mを 測 る。埋土 は淡灰褐色粘 質土

であ る。遺物 は全 く出土 していない。

性 格 不 明 遺 構SX-1

本 遺 構 はB-3区 にて検 出 した性 格不明遺構 で ある。攪乱 に切 られてお り全体 の規模 は

不明だが、東西 に長い隅丸方形 を呈 し、現存長 軸2.9m、 短 軸2m、 深 さ0.6mを 測 る。断

面 は逆台形 を呈す 。埋 土 は淡褐色 粘質土(礫 混)で ある。遺物 は土師器細 片が数点出 土 し

たが図示 し得 ない。

性 格 不 明 遣 構SX-2

本 遺 構 はB-3、4区 にて検 出 した性 格不明遺構 で ある。平 面形 はL字 形 を呈 し、 長 さ

4.1m、 幅1.1～1,8m、 深 さ0.2mを 測 る。断面 は逆 台形 を呈 し、埋 土 は淡灰褐 色土(第4

層)で あ る。遺 物 は土師器細 片 が数 点出土 した。
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1:難 灘 土)・SD-3上 層

3.淡 灰黄色粘質土:SD-3中 層

4.茶 褐色砂質土(礫 混)

5.茶 褐色粗砂

6.茶 褐色砂質土:SD-3下 層

7.淡 灰褐色砂質土

8.淡 灰褐色細砂(礫 混)

9.淡 灰褐 色砂 質土:SD-5上 層

1

1?:嚢蓁鬻畧籍圭)・SD-5中 層

12.茶 褐色 粘 土:SD-5下 層

驪 鑾1⊃一

図7.溝SD-3.SD-5

一13～14一



図8.掘 立柱建物SB-1

一15～16一



図9.掘 立柱建物SB-2

性 格 不 明 遺 構SX-3

本 遺 構 はE、F-6区 に て検 出 した性 格不明遺構 で ある。規模 は長 さ9.9m、 幅0.3～1.8

m、 深 さ0.05～0.21mを 測 る。断面 は台形 を呈 し、埋 土 は淡灰褐色土(第4層)で あ る。

遺物 は出土 していない。
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4.出 土 遣 物

本調査では弥生時代、古墳時代、平安時代、近世の土器が出土している。量的には古墳

時代の土器が最 も多く、弥生時代、平安時代 と続 く。近世の土器は第4層(包 含層)よ り

出土 している。その他 にSD-3よ り石器、サヌカイ ト小片、第4層 より鉄片等が出土 し

ている。

以下、主な遺構 の概要を示す。

溝SD-3(図10・11・12図 版15・16・17)

1～14は 下層出土土器である。須恵器は全く含まれない。

1は 広口壷である。頸部に櫛描直線文が2条 確認 できる。遺存状態が悪 く、調整等は不

明である。

2は 広口壺口縁部片である。外反 した後内側へ垂下 させる口縁部 をもつ。外面はナデ、

内面～垂下部はヨコナデを施す。復元口径19.2cmを 測 る。

3は 広口壼である。口縁部は外反させ端部は面を持っ。

4は 壺底部である。底部径3.4cmを 測 り、外面にはナデを施す。

5・6は 高杯脚部である。ほぼ柱状 を呈す。

7は 甕 である。頸部 は 「く」字を呈 し、口縁端部は上方ヘハネ上げる。復元口径17.8cm

を測 る。胎土は生駒山西麓産のものと思われる。

8～11は タタキを有する甕である。8は ゆるやかな 「く」字を呈する頸部 を持ち、口縁

は外反する。体部外面はタタキ、内面はナデ、口縁部は内外面共 にヨコナデを施す。復元

口径16.1cmを 測る。9～11は 底部である。外面にはいずれも右上 りのタタキを施す。9は

内面にハ ケ工具によるものと思われる圧痕 がっ き、10は 内面 にナデを施す。底部径3.5～4

cmを測 る。

12・13は 壷である。12は 口縁部がゆるやかに外反 した後、端部 を肥厚 させ る。頸部に断

面三角形の突帯がめぐり、鴨列点文が付 く。復元口径15,5cmを 測 る。13は ほぼ真直 ぐな頸部

から口縁部はゆるやかに外反 し端部の下部 にやや肥圧 させる。内外面共に遺存状態不良のた

め調整は不明。

14は甕 である。頸部 は 「く」字を呈 し、内面の稜線は鋭い。口縁部は外反するが端部は

欠失 している。体部外面はハケを施 し、内面は不明確だがケズリを施す。口縁部は内外面

共 にヨコナデを施す。胎土は生駒山西麓のものと類似する。

一18一



図10.溝SD-3下 層出土遺物

一19



図11.溝SD-3下 層(12～18)、 上 層(19～24)、 出 土遺物
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15・16・18は 高杯である。15は 脚部が下外方に下ったのちゆるやかに開く。脚柱部に透

し孔は4孔 残存する。調整は内面が強いナデを施 し、外面は保存不良で不明確だが強いナ

デを施 しているよ うである。

19～24は 上層出土土器である。

19～21は 高杯である。19は ほぼ柱状 を呈する脚部である。脚内面は絞 り痕 を有す。20・

21は低脚 の高杯である。共に透 し孔を4孔 穿つ。21は 外面と内面下部にヨコナデを施す。

22は 須恵器壺 と思われる底部である。外面は粗い回転ナデを施 し、内面は回転ナデ後不

定方向の強いナデを施す。

図12.溝SD-3下 層出土遣物
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23は 須 恵 器蓋 で あ る。外 面上部 は回転 ヘ ラケズ リ、 その他 は回転 ナデ を施 す。

24は 黒色 土器A類 椀 で ある。復元 口径15.5cm、 器 高5.4cmを 測 る。体部 は内彎 し、 口縁

内面 には面 を持つ。 内外 面共 に不 定方向のヘ ラ ミガキ を施 す。炭 素の吸 着 は外面上部 まで

及ぶ。

25～33は 下 層出土 の製塩 土器 であ る。

25・26は 大 きく裾 が広 が り、外 面 にタタキ を施 す。27～30は 脚 端 径約4cmの 小 型の脚台

で ある。外 面 にはナ デが施 される。31は 脚 がほぼ真 直 ぐ広 がる。32は 脚 基部 が幅広 く、脚

部 は真直 ぐ広 がる。33は 脚部 が小 さく、杯 部 は外上 方へ大 きく広 が る。 いず れ も色調 は灰

白～ 赤褐色 を呈 す。

34～36は 製 塩土器 と形 態 が類似 す るが、火炎 によ る変色 が一部 にしか認 め られない もの

で ある。下 層出土。34は31と 形 態 が類似 す るものであ り、一部外 面淡赤褐色 に変色 してい

る。35・36は 柱 状 を呈 し、35は 中空 、36は 中実の もので ある。

溝SD-5(図13図 版18)

37・38は 丸 瓦片で ある。37は 厚 さ1.7cmを 測 り、凹面 には布圧痕 がつ く。側縁 に面取 り

を有す。38は 厚 さ2,6cmを 測 る。 凹面 には糸切 り痕 が明瞭 に残 り、一部布圧痕 がつ く。端

図13.溝SD-5出 土 遣物 ・
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部等は残存せず面取 りなどは不明。

39は須恵器底部であり、壷と思われる。高

台は下外方に大きくひらき、長 くふんばって

いる。高台径9.3cmを 測る。体部外面はタタ

キ後ナデ、高台付近は回転ナデを施す。内面

は粗い回転ナデを施す。

掘 立 柱 建 物SB-1(図14)図14.掘 立 柱建物SB-1出 土 遺 物

40・41はPit-11よ り出土 した土師器 小皿で ある。40は 復元 口径9.9cm、 器 高1.3cmを 測

る。内外 面共 にナデ を施 し、 口縁部 は ヨコナ デ を施 す。41は 口縁部 をヨコナ デによ り「て」

字 を崩 した形 を呈す。 その他 内外面 はナデ を施 す。胎 土は非 常に密 で あ り、砂粒 を殆 ど含

まない。復 元 口径10。5cm、 器 高1.1cmを 測 る。

第4層(包 含 層)出 土 遺 物(図15図 版18)

42～44は 染 付で ある。42は 碗 であ る。 復元 口径11.4cmを 測 り、外 面 には草花文 を施 す。

43は 碗 で ある。外面 には松葉 文 を施 す。 復元 口径10.5cmを 測 る。44は 皿 で ある。断 面が鋭

い三角形 を呈 し、復元 高台径8.Ocmを 測 る。外面 に界線3本 、高台内 に1本 施 し、 内面は

図15.第4層(包 含層)出 土遺物
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図16.溝SD-3出 土遺物
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界線2本 とその上部 に文様帯 を施す。

45は軒丸瓦片である。巴文1個 のみ残存。

46は 陶器底部片である。内外面共 に回転ナデを施 し、色調は暗紫褐色を呈す。

石 器(図16図 版18)

47はSD-3上 層(第1層)出 土のサヌカイ ト製凹基無茎式石鏃である。逆刺は一方 を

欠失 し、残存 したものではやや丸みを持っ。両面共 に両側辺 よりやや粗い調整剥離 を施す。

断面はレンズ状 を呈す。縄文時代の所産である。

48はSD-3上 層(第2層)出 土の太型蛤刃石斧である。左側面は刃部より基部 に向け

て広い部分が良 く研磨されており、右側面はそれよ りやや狭い。基端部は細 く、やや窪ん

でいる。右側面に長い傷 が有 り、刃部もやや刃こぼれが認められるがほぼ完形品である。

色調は淡灰緑色 を呈す。弥生時代の所産である。
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第4章 ま と め

今回の調査では、弥生時代から平安時代 に至る集落跡の西限を確認す ることが出来た。

しかし、時期が判明 している遺構は少なく、集落跡の時期 としては古墳時代前期 と平安時

代に限られる。以下時期別にまとめてみたい。

古墳時代前期以前については、遺構 が存在しなかった。ただSD-3上 層より縄文時代

の所産 と思われる石鏃、弥生時代の石斧、下層 より中期以降の弥生土器が出土 している。

これらは何れも後世の層からの出土であり、 これらから本遺跡の縄文 ・弥生時代について

積極的に論 じる訳にはいかないが、少なくとも本遺跡の時期的上限を考 える手掛 りが得 ら

れた。

古墳時代前期の遺構 としてはSD-3下 層が上 げられる。本溝は埋土中層の無遺物の状

態から見 て、古墳時代に何 らかの原因により溝壁が崩壊 し埋没 したものと考えられる。 ま

た下層には第II様 式～布留式古段階の土器が含まれている。出土量的には布留式期が最も

多く、弥生時期は保存状態が不良であり、混入 した様な状況 を呈す。 したがってこれらを

もって本溝の開口時期の上限 とするには問題が有るが、開口時期 を考える上での重要な手

掛 りとなる。さらに上 ・下層からは約30点 を数える古墳時代前期の製塩土器が出土 してい.

る。貝塚市内でば、沢共同墓地遺跡や脇浜遺跡 などの海岸部に近い地点において古墳時代

前期の製塩土器が出土しているが、海岸より約3km離 れた地点からは初めての出土となっ

た。今回の出土量は極めて貧弱であるが、泉南地域 における製塩 を考えるための一つの手

掛 りを与 えるものであろう。

古墳時代前期以降、平安時代以前の遺構は全 く検出で きなかった。遺物 も包含層より当

該時期 と思われる土器が出土 したが、小片であり磨滅が激 しく時期の確定は出来ない。

平安時代の遺構はSD-3上 層、SB-1が 上げられる。SD-3上 層は古墳時代前期

にSD-3が 崩壊 したものを再掘削した らしく、埋土中に古墳時代の遺物等 を含んでいる。

また、SB-1はSD-3が 完全 に埋没 した後 に建 てられている。これらと別にSB-2

が存在す る。出土遺物が無 く時期は確定で きないが、埋土や調査区内での他の時期の様子

から一応平安時代のものと推定できる。ここで問題 となるのはSD-3の 上層と下層 との

時期差が大きいことである。上層には下層 との問の時期 の遺物 を全 く含まず、どの様な状

態にあったものが再掘削されたものかは現状では不明である。 また調査区内では古墳時代
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前期以降平安時代以前の遺構が検出できなかったことから、当該時期には全 くの荒地だっ

た可能性がある。何れにせよ現状では推定の域 を出ない。

中世の遺構はSD-5が 上げられる。本溝は多少古い遺物を含んでいるが鎌倉後期のも

のであると思われる。

近世は第4層 と第4層 を埋土 とする性格不明遺構 が上げられる。遺物的 には見るべ きも

のが無 く、これらの時期 について詳細 に検討できないが、層序の部分に述べた様に第4層

が4段 になっている地山層の一上に堆積していることから、鎌倉後期から近世の問に地山上

面部分が耕作地 として階段状に削平 されたものと思われる。 したがって中世以降本調査区

は農地 として使用 された様である。

上記の様に今回の調査では検出された遺構の各時代問の隔 りが大 きく、本調区における

時間的な変遷を明確 にすることは出来なかった。しかし、今後の調査の指標 となるいくつ

かの手掛 りが得 られたことは重要である。
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調査区全 景
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出
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構

1.調 査 区 北部 全 景 北 よ り

2,同 上 南 よ り
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2.調 査 区南 部 全 景 西 よ り
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1.調 査 区北 部 全 景 東 よ り

2.調 査 区 南部 全 景 北 よ り
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1.SD3北 よ り

2.同 上 北 よ り
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1.SD-3南 よ り

2.SD-3、SD-5南 よ り
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1.SD-3(C-Cノ)土 層 南 よ り

2.SD-3(D-D')南 よ り
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1.SD-5石 群 検 出 状 況 北 よ り

2。 同上 南 よ り
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1,SD-5石 群 検 出 状況 東 よ り

2.Sm5完 掘 状況 東 よ り
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1.Sm2北 よ り

2.SB-1西 よ り
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1.SB-1南 よ り

2.同 上 東 よ り
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1.SK-1東 よ り

2.同 上 東 よ り
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1.SX-1南 よ り

2.同 上 東 よ り
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1.SX-3南 西 よ り

2.同 上 東 よ り
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SD-3下 層
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SD-3下 層(13～15・17)、 上 層(19・21・22・24)
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SD-3下 層
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SD-5(37・38)、 第4層(42～46)、SD-3上 層(47・48)
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